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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）熱絶縁材料により隔てられた内側殻体及び外側殻体を有し、火及び水による損傷か
ら遮蔽し得るように材料を受け入れる前記内側殻体のウェル開口部及び該ウェル開口部を
完全に取り巻く４辺の上方端縁を平面内にて有し、前記上方端縁の外側に配置されて前記
ウェル開口部を完全に包囲する外側リッジを有する底部要素と、
　ｂ）熱絶縁材料により隔てられた内側及び外側殻体を有する頂部要素であって、前記内
側殻体におけるウェル開口部と、該頂部要素のウェル開口部を完全に取り巻き且つ前記底
部要素の上方端縁に対向する平面内の４辺の下方端縁とを有し、前記下方端縁の外側に配
置されて前記底部要素の前記外側リッジに対向する外側リッジとを有する頂部要素と、
　ｃ）前記頂部要素が前記底部要素に対して枢動するのを可能にし得るように前記頂部要
素及び底部要素を接続するヒンジ手段とを備え、前記端縁の一方が該端縁の全長に沿って
弾性的なガスケットを有し且つその平面内に含まれた表面を有し、前記端縁の他方が前記
ガスケットと合わさるように端縁の全長に沿ってその平面内にリブを有し、前記ヒンジ手
段は中心線外に、前記平面の前記リブを有する前記端縁の下位に、かつ、前記容器が閉じ
られているとき、前記底部要素および頂部要素の前記外側リッジの少なくとも一部の下位
に配置され、前記リブが前記ガスケットと合わさるとき、前記平面が実質的に平行であり
、前記容器を閉じたとき、リブがガスケットの全長に沿って実質的に均一な圧力を加えて
、ガスケットを実質的に均一に圧縮することによりリブの全長の周りで緊密に封止するよ
うに前記ヒンジ手段が前記平面に対して配置されるようにした、火及び水の侵入に対して



(2) JP 4080424 B2 2008.4.23

10

20

30

40

50

抵抗可能な容器において、前記頂部及び底部要素の外側殻体が或る着火温度を有する熱可
塑性樹脂にて形成され、該着火温度が前記ガスケットの軟化温度よりも高く、ガスケット
が火によって損傷されたとき、リブの周りをより緊密に封止するようにした、ことを特徴
とする容器。
【請求項２】
　前記ガスケットが低デュロメータ硬さのエラストマーにて形成される、請求項１に記載
の容器。
【請求項３】
　前記エラストマーが、エチレンプロピレンジエンモノマー及びネオプレンから成る群か
ら選ばれる、請求項２に記載の容器。
【請求項４】
　前記ガスケットは、平滑な外面を有し、内部がセル状をなしている、請求項２に記載の
容器。
【請求項５】
　前記ガスケットが中空である、請求項４に記載の容器。
【請求項６】
　底部要素の端縁が前記リブを有し、頂部要素の端縁が前記ガスケットを有する、請求項
１に記載の容器。
【請求項７】
　底部要素の端縁が前記ガスケットを有し、頂部要素の端縁が前記リブを有する、請求項
１に記載の容器。
【請求項８】
　前記容器を閉じた位置に固定し得るように前記頂部要素及び底部要素に配置された掛止
め手段を更に備える、請求項１に記載の容器。
【請求項９】
　前記容器が耐火性及び耐水性金庫として使用するのに適するように係止手段を更に備え
る、請求項８に記載の容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耐火性容器、より具体的には、耐火金庫、最も具体的には、耐火性で且つ耐
水性の金庫容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　その中身を火災のような外部の熱源による損傷から一時的に保護する容器が周知である
。かかる容器は、当該技術分野の当業者にて「耐火性」と称され、典型的に、特定の露出
温度及び（又は）時間に亙って完全さの点で定格値が定められている。施錠可能な耐火性
容器は、耐火「金庫」として既知であり、高温に曝すことにより損傷される又は破壊され
る可能性のある書類又はその他の貴重品を保管するため広く使用されている。例えば、か
かる耐火金庫の色々なモデルのものは、米国、ニューヨーク州１４６２５、ロチェスター
のセントリーグループ（Ｓｅｎｔｒｙ　Ｇｒｏｕｐ）から入手可能である。
【０００３】
　典型的な頂部開放式耐火金庫は、要素の間に格納キャビティを形成し得るように共にヒ
ンジ止めされ且つ取り外し可能に掛止めされた頂部要素及び底部要素を有している。要素
の各々は、最初、中空であり、吹込み成形又はその他の既知の成形手段により便宜に形成
することができる内側及び外側殻体を有している。殻体間の要素の各々の内部には、典型
的に、顕著に水和化したポルトランドセメントのような不燃性で耐火性の断熱材料が充填
されている。殻体は、水の沸点よりも高い融点を有する重合系樹脂で形成されており、水
和化は、殻体、特に、外側殻体を長時間溶融又は着火するのを防止する。例えば、その開
示内容の関連部分を参考として引用し本明細書に含めた、ロビンス（Ｒｏｂｂｉｎｓ）ら
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に１９９４年３月２２日付けで発行された米国特許第５，２９５，４４７号、及び参考と
して引用し本明細書に含めた色々なその他の米国特許に開示されたような耐火金庫を参照
するとよい。
【０００４】
　従来技術の耐火金庫を使用するときに遭遇する共通の問題点は、これら金庫が消火の間
、消火ホースからの水にて水浸しになる可能性があることである。水はヒンジ及び抱きを
通って金庫の内部に染み込み、さもなければ、火災による損傷から保護されたであろう中
身を台無しにする。かかる金庫は、頂部要素と底部要素との間の境界面における弾性的な
封止ガスケットのような水の侵入に対する特定の障壁を何ら備えていない。例えば、ビア
ット（Ｂｅａｔｔｉｅ）らに対して１９８５年９月１７日付けで発行された米国特許第４
，５４１，５４５号の関連する開示内容を参照するとよい。
【０００５】
　耐火金庫を防水性にもする１つの方策は、抱き及び相応するガスケットが頂部要素及び
底部要素の合わさる部分の全周の周りに提供される、水中で使用することを目的とする既
知の「潜水箱」の構造にて見られる。外部ヒンジは頂部要素及び底部要素を接続し、カバ
ーは、ガスケットが極めて圧縮されるように１つ又は２つ以上の中心線上掛止め部により
係止される。
【０００６】
　外側殻体が火災によって漸進的に破壊される耐火性及び耐水性容器にこの構造を適用さ
せるとき問題が生ずる。ヒンジ又は掛止め部の何れかが最初に焼け落ちたとき、ガスケッ
トは極めて圧縮されるため、ガスケットの弾性によって金庫は水シールを破壊するのに十
分にばね動作して開く可能性がある。更に、ヒンジの軸線が封止面を保持する面内に又は
その面の付近に位置するならば、ヒンジに最も近い面を含む領域は、金庫が閉じられる間
、最も速く係合状態となり、ガスケットは、最終的に、掛止め部の領域よりもその領域内
で一層圧縮される。このように、ヒンジが焼け落ちたならば、掛止め部は依然として完全
であるにも拘らず、金庫は開いて、中身を火災及び（又は）水に対して曝すことになる。
【０００７】
　頂部要素と底部要素との間の境界面にガスケットを有し、これら要素は共にヒンジ止め
され且つ掛止めされ、ガスケットは、その全長に亙って僅かに且つ均一に負荷が加えられ
、ヒンジ及び（又は）掛止め部が破壊されたとき、要素の間の耐火性及び耐水性シールが
維持されるようにする、耐火性で且つ耐水性の容器が必要とされている。
【０００８】
　本発明の主目的は、書類又はその他の貴重品を保管するための改良された耐火性で且つ
耐水性の金庫を提供することである。
【発明の概要】
【０００９】
　本発明は、高度に絶縁したその頂部要素と底部要素との間の境界面にて完全なガスケッ
トを有し、これらの頂部要素及び底部要素がその内部の格納空間まで回転して閉じられる
耐火性容器に関する。これら要素の各々には、開放した側部を取り巻くラビリンス縁部が
形成されており、これら要素は、縁部に沿って合わさり可能に接触する。縁部の１つ、好
ましくは、頂部要素の縁部には、ラビリンスの溝内に配置された滑らかで柔軟なガスケッ
トが設けられており、該ガスケットは、対向する縁部の相応するリブに対するシールを形
成する。これら要素は、少なくとも１つのヒンジにより第一の共通の側部、好ましくは後
側部に沿って接続され、該ヒンジの回転軸線は、ガスケット及びリブに対する空間内に配
置され、容器を閉じるとき、ガスケットが全ての箇所にてリブに実質的に同時に係合する
ようにする。要素は、中心線上掛止め手段により第二の共通の側部、好ましくは前側側部
に沿って固定され、容器が完全に閉じられたとき、リブがガスケットに対して小さく且つ
実質的に均一な力を加えるようにする。火に露呈されたとき、ヒンジ及び（又は）掛止め
部は、ガスケットとリブとの間のシールを破断させずに破壊し、これにより容器の耐火性
及び耐水性を維持する。頂部開放式の実施の形態において、頂部要素の重量は、ヒンジ及
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び掛止め部の重力の抑制力から自由にされたとき、ガスケットをリブに更に圧縮して、封
止効果を向上させる。更に好ましい１つの実施の形態において、外側殻体が熱によって破
壊される間、ガスケット材料が所要位置に溶融するように選ばれ、これにより容器の完全
さを向上させる粘性シールを形成する。好ましくは、ガスケット材料は、溶融したとき比
較的少量の煤を発生し、シールは、ガスケットの露出した外面から発生された全ての煤が
容器に入り且つ容器を損傷させるのを防止する。
【００１０】
　本発明の上記及びその他の目的、特徴並びに有利な点、及びその現在の好ましい実施の
形態は、添付図面と共に以下の説明を読むことにより一層明らかになるであろう。
【好ましい実施の形態の説明】
【００１１】
　図１から図４を参照すると、本発明による耐火性及び耐水性容器１４の底部要素１０及
び頂部要素１２は、要素１０、１２の後外面２０、２２に沿ってそれぞれ伸びるヒンジ１
８の軸線である枢動軸線１６に沿って枢動する。ヒンジ１８は、要素１０に形成された雌
型端部材２４と、部材２４の凹所内に挿入しヒンジを完成させるべく要素１２に形成され
た雄型中心部材２６とを有している。要素１０、１２には、図４に示すように、互いに掛
止めして容器１４をそれぞれ閉じる第一及び第二の掛止め要素２８、３０が更に設けられ
ている。掛止め要素２８、３０の各々には、従来の係止可能な閉塞体（図示せず）を受け
入れるスロット３２が設けられている。好ましくは、掛止め要素は、当該技術にて周知で
あり、従って更に説明する必要のない従来の中心線上機構を備えるものとする。
【００１２】
　底部要素１０は、耐火性絶縁材料３８、好ましくは水和化ポルトランドセメントにて充
填される空間により分離された外側殻体３４及び内側殻体３６を有している。殻体３４、
３６は、金属で形成することもできるが、水の沸点よりも高い融点を有する熱可塑性樹脂
にて形成されることが好ましい。好ましくは、従来の吹込み成形法による樹脂殻体３４、
３６の成形及び空間への絶縁体の充填は、参考として引用し本明細書に含めた参考文献に
詳細に記載されている。殻体３４、３６は、殻体３６のウェル４２を取り巻くニット線４
０に沿ってプラスチック溶接等により接続される。ウェル４２は、容器１４内に格納され
る材料に対する格納キャビティである。
【００１３】
　底部要素１０と同様に、頂部要素１２は、耐火性絶縁性材料３８が充填される空間によ
り分離された外側殻体４４及び内側殻体４６を有している。殻体４４、４６は、金属で形
成することができるが、水の沸点よりも高い融点を有する熱可塑性樹脂にて形成されるこ
とが好ましい。樹脂殻体４４、４６は、殻体３４、３６と同一の仕方にて形成され且つ充
填される。殻体４４、４６は、殻体４６の浅いウェル５４を取り巻く線４８に沿ってプラ
スチック溶接等によって接続されている。
【００１４】
　内側殻体３６、４６の双方には、外側殻体３４、４４の内面まで伸びる円錐形凹所５１
が設けられている。凹所５１は、頂部要素及び底部要素の内側殻体と外側殻体の間に所定
の間隔を維持する構造的補強部を提供する。かかる補強部は、殻体の間で曲がるのを防止
し、要素を所定の量の液体絶縁性材料にて充填することを可能にし、また、硬化した絶縁
性材料を要素内に固定するのを助ける。
【００１５】
　要素１０、１２の間には、以下のようなラビリンスガスケットシールが提供される。図
２から図５に図示するように、外側リッジ５６により取り巻かれた中間溝５４により取り
巻かれた内側リッジ５２を有する頂部内側殻体４６が形成され、これら造作部の全ては、
ウェル５０を取り巻き且つウェルに対するラビリンス縁部を画成する。図１、図３、図４
及び図６に図示するように、丸味を付けたリブ６０によって取り巻かれたリッジ５８を有
する底部外側殻体３４が形成され、その双方の造作部は、ウェル４２を取り巻き且つ該ウ
ェルに対する縁部を画成する。無端のガスケット６２が溝５４内に圧力嵌めされてリブ６
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０に対して合わさり、図４に示すように、容器１４が閉じられたとき、耐火性で且つ耐水
性のシールを形成する。
【００１６】
　ガスケット６２は、例えば、エチレンプロピレンジエンモノマー（ＥＰＤＭ）又はネオ
プレンのような極めて低デュロメータで且つ柔軟なエラストマーで出来ている。ガスケッ
トは、リブ６０に対するシールを形成するのに十分に弾性的であるが、ヒンジ又は掛止め
部が火によって破壊されたとき、頂部要素１２をリブ６０から変位させ又は押し出すには
十分に弾性的ではないことが本発明の１つの特徴である。滑らかな外面及びセル状の内部
を有するガスケット６２が形成されることが好ましい。ガスケットは、任意の所望の断面
形状を有することもできるが、直線状とし、且つ図４から図６に図示するように、Ｏリン
グのような円形であることが好ましい。ガスケットは、構造体の全体を通じて均一であり
又は図６に示すように、中空の中心を有することもできる。
【００１７】
　同様の従来技術のシールの欠点は、ヒンジに最も近い封止リブの領域が実質的に非直交
状態にてガスケットに係合する点である。このことは、リブがガスケットを巻き、これに
よりガスケットが変形し且つ（又は）変位する可能性を生ずる。更に、リブ及びガスケッ
トのかかる不均一な係合の結果、ガスケットは、ヒンジに最も近い領域内でより大きく圧
縮される可能性がある。かかる不均一な圧縮は、ヒンジが火によって破壊されたとき、頂
部要素が底部要素からばね動作して離れ、これにより容器の中身を火災及び（又は）水に
露呈させる可能性があることは既知である。このため、容器が閉じられたとき、ガスケッ
ト６２は、リブ６０に沿った全ての位置にて実質的に瞬間的にリブ６０と接触するように
リブ６０の上面に対する軸線１６の位置及び頂部要素１２の形態が共に選ばれることが本
発明による容器の１つの特徴である。換言すれば、リブ６０及びガスケット６２の面を含
む平面は、接触する瞬間には、実質的に平行である。
【００１８】
　勿論、当該技術分野の当業者には、図１から図６に示したラビリンスシールは、ガスケ
ット－軸受の造作部を底部要素に形成し、合わさるリブを頂部要素に形成することにより
、等しく効果的であるように形成することができ且つ、本発明の範囲に属することが明ら
かである。
【００１９】
　作動時、閉じたられたとき、容器１４は、ガスケット６２に対するリブ６０の実質的に
均一な圧力を支持し、ウェル４２、５０内への火又は水の侵入に対するシールを形成する
。高度に水和化したポルトランドセメント絶縁体は、容器が火に露呈されたとき、大きい
熱リザーバを提供し且つ水が沸騰する間、外側殻体の顕著な火による損傷を防止する。殻
体の樹脂の着火温度より低い温度のとき、ガスケットは軟化し始める。ヒンジ及び（又は
）掛止め部が火によって破壊されたとき、頂部要素は、重力を利用してリブ６０内に更に
沈下し、軟化したガスケットはリブの周りで一層より緊密に封止する。ガスケットの外側
部分が最終的に分解し且つ燃え始めたとき、分解による炭素系組成物が容器１４に入るこ
とは改良された封止効果により防止される。
【００２０】
　本発明の好ましい実施の形態の上記の説明は、図示し且つ説明のために記載したもので
ある。これは限定的なものではなく、また、本発明の開示された正確な形態に限定するこ
とを意図するものではない。当該技術分野の当業者には、開示した実施の形態は上記の開
示に鑑みて改変が可能であることは明らかであろう。記載した実施の形態は、本発明の原
理及びその実際的な適用例を示し、これにより当該技術分野の当業者は本発明を色々な形
態にて利用し、また、考えられる特定の用途に合うように色々な改変を加えることが可能
であるようにするために選んだものである。従って、上記の説明は、限定的ではなく、一
例として見なすべきであり、本発明の真の範囲は、特許請求の範囲に記載されているもの
である。
【図面の簡単な説明】
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【００２１】
【図１】本発明による耐火性で且つ、耐水性の容器の底部要素を上方から見たときの等角
図である。
【図２】本発明による耐火性で且つ、耐水性の容器の頂部要素を上方から見たときの等角
図である。
【図３】耐火性で且つ、耐水性の容器を形成し得るようにヒンジ止めした、図１及び図２
に示す底部要素及び頂部要素の立面断面図である。
【図４】閉じた位置にある、図３に示したものと同様の立面断面図である。
【図５】図３の円５の部分からの詳細な断面図である。
【図６】図３の円６の部分からの詳細な断面図である。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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